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携
し
な
が
ら
、陸
前
高
田
市
、大
槌
町
、釜
石
市
、

大
船
渡
市
な
ど
沿
岸
部
の
三
陸
地
方
で
活
動
を

本
格
化
さ
せ
た
。

　「
震
災
直
後
か
ら
、
避
難
所
な
ど
で
の
青
年

海
外
協
力
隊
関
係
者
、
と
り
わ
け
Ｏ
Ｂ
／
Ｏ
Ｇ

の
活
躍
は
際
立
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
」
と
話

す
の
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
渡
辺
正
人
総
務
部
長
。
そ

れ
ぞ
れ
の
技
能
に
加
え
、
多
少
の
こ
と
で
は
折

れ
な
い
強
靭
な
精
神
力
や
現
場
力
―
。
そ
れ
が

隊
員
経
験
者
に
共
通
す
る
も
の
だ
。

　
ま
た
、
宮
城
県
南
三
陸
町
で
活
動
し
た
イ
ス

ラ
エ
ル
の
医
療
チ
ー
ム
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
関
係
者
や

青
年
海
外
協
力
隊
Ｏ
Ｇ
が
同
行
し
、
受
け
入
れ

側
と
の
連
携
を
支
援
。
さ
ら
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、

遠
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
地
元
団
体
を
中
心

に
結
成
さ
れ
た
「
遠
野
ま
ご
こ
ろ
ネ
ッ
ト
」
に

青
年
海
外
協
力
隊
や
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
職
員
を
派
遣
し
て
い
る
ほ
か
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
輸
送
す
る
た
め
の
バ
ス
を
提

供
す
る
な
ど
、
そ
の
運
営
を
支
え
て
い
る
。「
現

場
の
ニ
ー
ズ
と
地
元
の
自
治
体
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
／
Ｎ

Ｇ
Ｏ
、
住
民
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
尊
重
す
る
こ

と
が
大
切
」
と
渡
辺
部
長
。
こ
れ
は
日
ご
ろ
行

っ
て
い
る
国
際
協
力
と
同
じ
ス
タ
ン
ス
だ
。

　
東
北
か
ら
離
れ
た
地
で
も
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
支

援
を
展
開
。
東
京
を
拠
点
に
海
外
支
援
の
受
け

入
れ
を
調
整
す
る
国
連
災
害
評
価
調
整
チ
ー
ム

（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ａ
Ｃ
）と
国
連
人
道
問
題
調
整
事
務
所

（
Ｕ
Ｎ
Ｏ
Ｃ
Ｈ
Ａ
）の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
。

ま
た
、
人
工
透
析
が
必
要
な
福
島
県
の
被
災
者

を
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
東
京
で
受
け
入
れ
た
ほ
か
、Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
大
阪
で
は
被
災
地
か
ら
避
難
し
て
き
た
外

国
人
留
学
生
に
宿
舎
を
提
供
し
た
。
さ
ら
に
、

世
界
中
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
関
係
者
有
志
か
ら
は
多
く

の
義
援
金
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
の
中
で
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
が
重
視
し
た
の
は
、
地
元
関
係
者
や
被

災
地
で
活
動
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
協
力
関
係

を
築
く
こ
と
だ
。
遠
野
ま
ご
こ
ろ
ネ
ッ
ト
の
ほ

か
に
、Ｊ
Ｐ
Ｆ
、Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
、
せ
ん
だ
い
・
み

や
ぎ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
に
も
職
員
を
派
遣
。
仙

台
市
内
に
あ
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
東
北
の
会
議
室
を
Ｊ

Ｐ
Ｆ
と
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
の
活
動
拠
点
と
し
て
活
用

し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
い
つ
で
も
情
報
を
共
有

で
き
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
た
。「
息
の
長
い

協
力
を
行
う
上
で
、
地
元
、
さ
ら
に
は
日
ご
ろ

か
ら
付
き
合
い
の
深
い
国
際
協
力
関
係
者
と
の

つ
な
が
り
は
重
要
で
す
。
こ
れ
ま
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

東
北
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
二
本
松
が
築
い
て
き
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
基
盤
に
協
力
関
係
を
つ
く
れ
た
こ

と
が
、
東
松
島
や
遠
野
な
ど
を
拠
点
と
し
た
支

援
活
動
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
」（
渡

辺
部
長
）。

　
私
た
ち
の
胸
に
深
く
刻
ま
れ
た
こ
の
〝
震
災

か
ら
の
復
興
〞
と
い
う
経
験
を
、
世
界
の
国
々

へ
伝
え
て
い
こ
う
と
い
う
動
き
も
始
ま
り
つ
つ

あ
る
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
東
北
大
学
災
害
制
御
研

究
セ
ン
タ
ー
な
ど
へ
の
協
力
・
共
同
研
究
を
手

始
め
に
、
政
府
・
自
治
体
な
ど
に
よ
る
災
害
の

分
析
や
防
災
計
画
の
見
直
し
な
ど
を
把
握
。
そ

し
て
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
被
災
地
で
の
支

援
活
動
を
通
じ
て
得
ら
れ
る
教
訓
を
取
り
ま

と
め
、
途
上
国
、
国
際
機
関
、
海
外
の
大
学
や

シ
ン
ク
タ
ン
ク
な
ど
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
持
つ
国
際
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
向
け
て
発
信
し
て
い
く
考
え

だ
。

　
さ
ら
に
、
こ
ん
な
議
論
も
あ
る
。
戦
後
の
経

済
復
興
や
公
害
、
省
エ
ネ
の
取
り
組
み
と
い
っ

た
日
本
の
経
験
を
途
上
国
に
伝
え
る
と
い
う
一

方
通
行
型
の
援
助
か
ら
、〝
循
環
型
の
援
助
〞

へ
と
発
想
を
転
換
さ
せ
て
い
く
と
い
う
も
の
。

「
ま
ず
は
途
上
国
に
お
け
る
私
た
ち
の
経
験
知

で
教
訓
と
な
る
も
の
を
東
北
の
復
興
に
生
か

す
。
さ
ら
に
そ
の
復
興
経
験
が
付
加
さ
れ
た
も

の
を
、
再
び
途
上
国
援
助
に
役
立
て
る
と
い
う

考
え
方
で
す
」
と
渡
辺
部
長
。
今
回
の
震
災
は
、

途
上
国
を
は
じ
め
と
し
た
国
際
社
会
と
日
本
が

〝
相
互
依
存
〞
の
関
係
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を

東
京
や
大
阪
か
ら
も
協
力

息
の
長
い
支
援
を

日
本
　 

海
外

相
互
に
生
か
さ
れ
る
経
験
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日
本
中
が
悲
し
み
に
包
ま
れ
た
３
月
11
日
か

ら
約
４
カ
月
。
戦
後
最
悪
の
地
震
と
津
波
に
見

舞
わ
れ
た
東
北
各
地
に
は
、
国
内
外
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
〝
力
〞
が
結
集
し
、
復
興
に
向
け
た
努

力
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
依
然
と
し
て
、

津
波
に
町
ご
と
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
地
域
や
、

福
島
県
の
原
子
力
発
電
所
の
事
故
の
影
響
で
復

興
の
め
ど
が
立
っ
て
い
な
い
地
域
な
ど
も
多

い
。
避
難
生
活
者
は
約
８
万
人
。
生
活
を
ど
う

再
建
す
れ
ば
よ
い
の
か
―
。

　
振
り
返
れ
ば
こ
の
10
年
、
ス
マ
ト
ラ
沖
大
地

震
・
イ
ン
ド
洋
津
波
（
04
年
）、
ミ
ャ
ン
マ
ー
・

サ
イ
ク
ロ
ン
（
08
年
）、
中
国
・
四
川
大
地
震

（
08
年
）、
ハ
イ
チ
大
地
震
（
09
年
）
な
ど
、
世

界
で
は
数
々
の
自
然
災
害
が
猛
威
を
振
る
い
、

私
た
ち
人
間
の
生
活
を
脅
か
し
て
き
た
。
死
者
・

行
方
不
明
者
２
万
３
０
０
０
人
以
上
、
負
傷
者

５
０
０
０
人
超
。
ま
さ
し
く
未
曾
有
の
惨
事
と

な
っ
た
東
日
本
大
震
災
は
、〝
自
然
の
恐
さ
〞

を
あ
ら
た
め
て
思
い
知
る
出
来
事
と
な
っ
た
。

　
東
北
の
復
興
に
向
け
、
普
段
は
海
外
を
フ
ィ

ー
ル
ド
に
事
業
を
展
開
す
る
国
際
協
力
の
関
係

者
も
奔
走
し
て
い
る
。
国
際
人
道
支
援
組
織
ジ

ャ
パ
ン
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
Ｊ
Ｐ
Ｆ
）
に

加
盟
す
る
十
数
団
体
は
即
座
に
被
災
地
入
り

し
、
初
動
調
査
や
物
資
配
布
な
ど
の
緊
急
支
援

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
ま
た
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
国

際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
）
に

所
属
す
る
多
く
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
も
、
炊
き
出
し
や
が

れ
き
の
片
づ
け
・
清
掃
、
心
の
ケ
ア
な
ど
、
各

団
体
の
特
色
を
生
か
し
な
が
ら
支
援
を
続
け
て

い
る
。
国
際
協
力
を
通
じ
て
築
い
た
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
活
用
し
、
複
数
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
連
携
し
て

活
動
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
多
い
（
関
連
記
事
８

ペ
ー
ジ
）。

　
一
方
、
開
発
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
企
業
各
社

で
構
成
さ
れ
る
社
団
法
人
海
外
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
企
業
協
会
（
Ｅ
Ｃ
Ｆ
Ａ
）は
、
開
発
途
上
国

で
災
害
復
興
を
手
掛
け
て
き
た
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
の
経
験
を
東
北
の
復
興
に
役
立
て
ら
れ
な
い

か
と
い
う
観
点
か
ら
緊
急
提
言
を
ま
と
め
た
。

こ
こ
ま
で
広
範
に
わ
た
る
災
害
か
ら
の
総
合
的

な
復
興
計
画
を
つ
く
っ
た
経
験
は
、
日
本
国
内

よ
り
も
む
し
ろ
、
海
外
に
あ
る
。
イ
ン
ド
洋
津

波
災
害
や
パ
キ
ス
タ
ン
地
震
な
ど
の
復
興
プ
ロ

セ
ス
、
住
民
の
要
望
を
反
映
し
た
復
興
ビ
ジ
ョ

ン
な
ど
、
海
外
で
の
復
興
支
援
の
教
訓
を
踏
ま

え
た
具
体
的
な
提
言
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
震
災
直
後
か
ら
、
研
修
員
な
ど

の
安
否
を
確
認
。
被
災
者
支
援
に
動
い
た
の
は

３
月
13
日
の
こ
と
だ
っ
た
。
ま
ず
、
福
島
県
二

本
松
市
の
青
年
海
外
協
力
隊
訓
練
所
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
二
本
松
）
を
被
災
者
・
避
難
者
の
退
避
先
と

し
て
開
放
、
県
や
市
と
連
携
し
て
受
け
入
れ
を

開
始
（
関
連
記
事
16
ペ
ー
ジ
）。
10
日
後
の
25

日
以
降
は
、
日
ご
ろ
か
ら
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
東
北
と
縁

が
あ
っ
た
宮
城
県
東
松
島
市
の
中
学
校
の
要
請

で
避
難
所
の
運
営
支
援
に
乗
り
出
し
た
（
関
連

記
事
12
ペ
ー
ジ
）。
そ
し
て
４
月
中
旬
、
避
難

所
の
統
廃
合
に
よ
り
同
校
で
の
取
り
組
み
が
終

了
し
て
か
ら
は
、
活
動
拠
点
を
岩
手
県
遠
野
市

に
移
し
、
遠
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
と
連

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
取
り
組
み

活
躍
す
る
青
年
海
外
協
力
隊

あ
ら
た
め
て
感
じ
さ
せ
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
課

題
の
解
決
で
培
っ
た
経
験
は
、
海
外
と
共
通
す

る
国
内
の
課
題
の
解
決
に
も
役
立
ち
、
ま
た
、

そ
の
経
験
を
再
び
海
外
へ
伝
え
て
い
く
と
い
う

「
内
外
一
体
化
」
あ
る
い
は
「
内
外
一
元
化
」

の
発
想
が
生
ま
れ
て
き
た
よ
う
だ
。

　
敗
戦
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
、
公
害
…
。
困
難
に

直
面
す
る
た
び
に
大
き
な
力
を
発
揮
し
乗
り
越

え
て
き
た
日
本
人
。
そ
の
経
験
は
日
本
の
優
位

性
と
な
り
、
援
助
の
世
界
で
も
長
年
に
わ
た
り

国
づ
く
り
・
人
づ
く
り
に
役
立
て
ら
れ
て
き
た
。

東
日
本
大
震
災
は
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
困
難
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
だ
か
ら

こ
そ
、
こ
の
教
訓
を
途
上
国
を
は
じ
め
と
す
る

国
際
社
会
と
広
く
共
有
し
、〝
地
球
の
将
来
〞
へ

と
生
か
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

特集　国際協力の経験を日本の復興へ

帰国研修員が救助隊として東北に

東日本大震災から約４カ月がたち、少しずつ見えてきた復興の兆し。
ＪＩＣＡはじめ国際協力の関係者も、さまざまな形で支援活動を行っている。

絶対負けない―。
被災した人々の思いを支えるため、国際協力の経験を生かす時が来ている。

ロシヤディ・イワン課長

インドネシア国家救命救急機構　
スラバヤ救命救急事務所 事業課

　インドネシア救助隊のメン
バーとして3月19～23日、宮
城県気仙沼市などで行方不
明者の捜索活動に当たりまし
た。6年前、私の国もスマトラ
沖大地震・インド洋津波という大きな災害に遭いました。東
北の被災地に降り立ったときは、またもこんなにたくさんの
犠牲者が出てしまったのかと、当時の悲しい記憶がよみが
えってきました。しかし日本は、破壊された道路の応急処置
が速く、私たちのような救助隊が被害の激しい沿岸部など
にも速やかに駆けつけることができました。また、津波警報
の効果もあり、助かった人も多かった。アチェの犠牲者が
20万人だったことを考えると、津波警報の重要性がよく分
かります。
　実は、日本に来たのはこれが二度目。昨年、JICA兵庫
の研修「海難救助・海上防災」に参加したのです。そのと
きに学んだのが、まずは地図で状況を把握すること。例え
ば、生存者を救出した後のことまでを考え、地図上で災害
現場や病院などの位置を確認する。やみくもに捜索すれば
いいということではないのです。今回、日本から地図を渡さ
れた時、すぐそのような行動をとることができました。

その思いを支えたい
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JICAの被災地支援MAP
（6月15日時点）

イスラエル医療チームの活動（通訳・ロジなど）を
サポート（3月29日～4月10日）

協力隊OB/OGとJOCAがボランティア活動（アルバム、預金通帳、
現金、位牌など遺留品の洗浄、物品管理など）に参加（3月～）

協力隊OB/OGと協力隊OB会がボランティア活動（炊き
出し、家具づくり・修復、電気の復旧、汚泥の撤去、健康・
栄養指導、衛生や消毒指導など）に参加（3月～）

●JICA大阪が被災地の外国人留学生（約60人）を
   一時受入

●JICA関係者有志による支援金（1,200万円）をJANICに、義援金（計4,800万円強）
を被災3県（岩手・宮城・福島）に寄付
●JICAの各国内拠点から被災地へ物資供与

岩手県

宮城県

福島県

陸前高田市

大船渡市

東松島市

南三陸町

釜石市

岩沼市

石巻市

大槌町

一時退避の協力隊（ニジェール、エジプト、シ
リア、ブルキナファソ）がボランティア活動
（家屋・道路などの泥かき、田畑などでのがれ
き撤去、物資仕分け、炊き出し、足湯、ニー
ズ調査、サンマ回収作業など）に参加（4月
14日～）

JICA新人職員（35人）とJICA職員がボラ
ンティア活動に参加（５月中旬～）

派遣前の協力隊など（約100人）がボランテ
ィア活動に参加（6月2日～下旬）

協力隊OB/OGとJOCAがボランティア活
動（釜石市・大槌町での医療関係支援、避
難所運営支援）に参加（3月～）

JICA二本松で被災者/避難者（最大450人超）を受入（3月13日～7月末
までを予定）

（株）ユニクロによる支援物資の倉庫としてJICA二本松の体育館を提供

退避住民の生活支援のために一時退避中の協力隊など（延べ17人）が
ボランティアとして活動中（看護師、幼児教育など）

二本松市

その他

遠野市社会福祉協議会と連携し、三陸沿岸地域の活動拠点を
設置（4月14日）
JICA筑波、JICA横浜、JICA中部のバスを貸与（4月24日～）
遠野市まごころネットにJICA職員を派遣（4月14日～）
協力隊OB/OGとJOCAがボランティア活動（避難所運営支援）
に参加（４月～）

遠野市

「助けあいジャパン」にJICA職員を派
遣（仙台駅のボランティアステーション
立ち上げ、4月11日～4月17日）

JICA東北の会議室をJPFとJANICに
提供（4月9日～）

せんだい・みやぎNPOセンターにJIC
A職員を派遣（4月27日～5月27日）

協力隊OB/OGと（社）青年海外協力
協会（JOCA）がボランティア活動（若
林区、宮城野区ボランティアセンター
運営支援、中国語通訳支援など）に参
加（3月～）

仙台市
「元気玉プロジェクト」（避難
者支援ネットワーク）に協力
（JICA職員有志が受け入れ先
の事業の一部を担当・実施）

会津若松市

大阪

●国連災害評価調整チーム（UNDAC）の後方支援
（3月14日～3月23日）
●国連人道問題調整事務所（UNOCHA）の後方
  支援（3月14日～3月31日）
●JICA東京が人工透析を必要とする福島県の被災
　者（約100人）を受入（3月22日～4月3日）
●JPFにJICA職員を派遣（4月8日～）
●JICA地球ひろば、JICA東京、JICA中部の会議室
  を各支援団体に提供

東京

編集協力：渡辺正人・JICA 総務部長

（注）被災状況の数値は6月15日時点のもの。

Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
も

支
援
に
奔
走

小暮遼 KOGURE Ryo
自衛隊ら関係者との連絡調整など
避難所の運営を担った

立山誠 TATEYAMA Makoto
停電で真っ暗な避難所に明かりをともした

林由美 HAYASHI Yoshimi
被災者の健康管理や子どもたちの心
のケアを行った

佐藤稔 SATO Minoru
隊員時代のネットワークを駆使し避難
所運営をサポート

稲見廣政 INAMI Hiromasa
震災後即座に被災地入りし炊き出し
などを実施

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

一時退避の協力隊（ニジェール、エジプト）が避難所の運営を
サポート（3月25日～4月11日）

●

●

●

青年海外協力隊
派遣国：マダガスカル
職　種：保健師

青年海外協力隊
派遣国：エジプト
職　種：電気工事

青年海外協力隊
派遣国：エジプト
職　種：青少年活動

シニア海外ボランティア
派遣国：ボツワナ
職　種：自動車整備

青年海外協力隊
派遣国：ニジェール
職　種：環境教育
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携
し
な
が
ら
、陸
前
高
田
市
、大
槌
町
、釜
石
市
、

大
船
渡
市
な
ど
沿
岸
部
の
三
陸
地
方
で
活
動
を

本
格
化
さ
せ
た
。

　「
震
災
直
後
か
ら
、
避
難
所
な
ど
で
の
青
年

海
外
協
力
隊
関
係
者
、
と
り
わ
け
Ｏ
Ｂ
／
Ｏ
Ｇ

の
活
躍
は
際
立
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
」
と
話

す
の
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
渡
辺
正
人
総
務
部
長
。
そ

れ
ぞ
れ
の
技
能
に
加
え
、
多
少
の
こ
と
で
は
折

れ
な
い
強
靭
な
精
神
力
や
現
場
力
―
。
そ
れ
が

隊
員
経
験
者
に
共
通
す
る
も
の
だ
。

　
ま
た
、
宮
城
県
南
三
陸
町
で
活
動
し
た
イ
ス

ラ
エ
ル
の
医
療
チ
ー
ム
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
関
係
者
や

青
年
海
外
協
力
隊
Ｏ
Ｇ
が
同
行
し
、
受
け
入
れ

側
と
の
連
携
を
支
援
。
さ
ら
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、

遠
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
地
元
団
体
を
中
心

に
結
成
さ
れ
た
「
遠
野
ま
ご
こ
ろ
ネ
ッ
ト
」
に

青
年
海
外
協
力
隊
や
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
職
員
を
派
遣
し
て
い
る
ほ
か
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
輸
送
す
る
た
め
の
バ
ス
を
提

供
す
る
な
ど
、
そ
の
運
営
を
支
え
て
い
る
。「
現

場
の
ニ
ー
ズ
と
地
元
の
自
治
体
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
／
Ｎ

Ｇ
Ｏ
、
住
民
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
尊
重
す
る
こ

と
が
大
切
」
と
渡
辺
部
長
。
こ
れ
は
日
ご
ろ
行

っ
て
い
る
国
際
協
力
と
同
じ
ス
タ
ン
ス
だ
。

　
東
北
か
ら
離
れ
た
地
で
も
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
支

援
を
展
開
。
東
京
を
拠
点
に
海
外
支
援
の
受
け

入
れ
を
調
整
す
る
国
連
災
害
評
価
調
整
チ
ー
ム

（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ａ
Ｃ
）と
国
連
人
道
問
題
調
整
事
務
所

（
Ｕ
Ｎ
Ｏ
Ｃ
Ｈ
Ａ
）の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
。

ま
た
、
人
工
透
析
が
必
要
な
福
島
県
の
被
災
者

を
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
東
京
で
受
け
入
れ
た
ほ
か
、Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
大
阪
で
は
被
災
地
か
ら
避
難
し
て
き
た
外

国
人
留
学
生
に
宿
舎
を
提
供
し
た
。
さ
ら
に
、

世
界
中
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
関
係
者
有
志
か
ら
は
多
く

の
義
援
金
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
の
中
で
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
が
重
視
し
た
の
は
、
地
元
関
係
者
や
被

災
地
で
活
動
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
協
力
関
係

を
築
く
こ
と
だ
。
遠
野
ま
ご
こ
ろ
ネ
ッ
ト
の
ほ

か
に
、Ｊ
Ｐ
Ｆ
、Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
、
せ
ん
だ
い
・
み

や
ぎ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
に
も
職
員
を
派
遣
。
仙

台
市
内
に
あ
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
東
北
の
会
議
室
を
Ｊ

Ｐ
Ｆ
と
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
の
活
動
拠
点
と
し
て
活
用

し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
い
つ
で
も
情
報
を
共
有

で
き
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
た
。「
息
の
長
い

協
力
を
行
う
上
で
、
地
元
、
さ
ら
に
は
日
ご
ろ

か
ら
付
き
合
い
の
深
い
国
際
協
力
関
係
者
と
の

つ
な
が
り
は
重
要
で
す
。
こ
れ
ま
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

東
北
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
二
本
松
が
築
い
て
き
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
基
盤
に
協
力
関
係
を
つ
く
れ
た
こ

と
が
、
東
松
島
や
遠
野
な
ど
を
拠
点
と
し
た
支

援
活
動
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
」（
渡

辺
部
長
）。

　
私
た
ち
の
胸
に
深
く
刻
ま
れ
た
こ
の
〝
震
災

か
ら
の
復
興
〞
と
い
う
経
験
を
、
世
界
の
国
々

へ
伝
え
て
い
こ
う
と
い
う
動
き
も
始
ま
り
つ
つ

あ
る
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
東
北
大
学
災
害
制
御
研

究
セ
ン
タ
ー
な
ど
へ
の
協
力
・
共
同
研
究
を
手

始
め
に
、
政
府
・
自
治
体
な
ど
に
よ
る
災
害
の

分
析
や
防
災
計
画
の
見
直
し
な
ど
を
把
握
。
そ

し
て
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
被
災
地
で
の
支

援
活
動
を
通
じ
て
得
ら
れ
る
教
訓
を
取
り
ま

と
め
、
途
上
国
、
国
際
機
関
、
海
外
の
大
学
や

シ
ン
ク
タ
ン
ク
な
ど
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
持
つ
国
際
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
向
け
て
発
信
し
て
い
く
考
え

だ
。

　
さ
ら
に
、
こ
ん
な
議
論
も
あ
る
。
戦
後
の
経

済
復
興
や
公
害
、
省
エ
ネ
の
取
り
組
み
と
い
っ

た
日
本
の
経
験
を
途
上
国
に
伝
え
る
と
い
う
一

方
通
行
型
の
援
助
か
ら
、〝
循
環
型
の
援
助
〞

へ
と
発
想
を
転
換
さ
せ
て
い
く
と
い
う
も
の
。

「
ま
ず
は
途
上
国
に
お
け
る
私
た
ち
の
経
験
知

で
教
訓
と
な
る
も
の
を
東
北
の
復
興
に
生
か

す
。
さ
ら
に
そ
の
復
興
経
験
が
付
加
さ
れ
た
も

の
を
、
再
び
途
上
国
援
助
に
役
立
て
る
と
い
う

考
え
方
で
す
」
と
渡
辺
部
長
。
今
回
の
震
災
は
、

途
上
国
を
は
じ
め
と
し
た
国
際
社
会
と
日
本
が

〝
相
互
依
存
〞
の
関
係
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を

東
京
や
大
阪
か
ら
も
協
力

息
の
長
い
支
援
を

日
本
　 

海
外

相
互
に
生
か
さ
れ
る
経
験
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日
本
中
が
悲
し
み
に
包
ま
れ
た
３
月
11
日
か

ら
約
４
カ
月
。
戦
後
最
悪
の
地
震
と
津
波
に
見

舞
わ
れ
た
東
北
各
地
に
は
、
国
内
外
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
〝
力
〞
が
結
集
し
、
復
興
に
向
け
た
努

力
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
依
然
と
し
て
、

津
波
に
町
ご
と
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
地
域
や
、

福
島
県
の
原
子
力
発
電
所
の
事
故
の
影
響
で
復

興
の
め
ど
が
立
っ
て
い
な
い
地
域
な
ど
も
多

い
。
避
難
生
活
者
は
約
８
万
人
。
生
活
を
ど
う

再
建
す
れ
ば
よ
い
の
か
―
。

　
振
り
返
れ
ば
こ
の
10
年
、
ス
マ
ト
ラ
沖
大
地

震
・
イ
ン
ド
洋
津
波
（
04
年
）、
ミ
ャ
ン
マ
ー
・

サ
イ
ク
ロ
ン
（
08
年
）、
中
国
・
四
川
大
地
震

（
08
年
）、
ハ
イ
チ
大
地
震
（
09
年
）
な
ど
、
世

界
で
は
数
々
の
自
然
災
害
が
猛
威
を
振
る
い
、

私
た
ち
人
間
の
生
活
を
脅
か
し
て
き
た
。
死
者
・

行
方
不
明
者
２
万
３
０
０
０
人
以
上
、
負
傷
者

５
０
０
０
人
超
。
ま
さ
し
く
未
曾
有
の
惨
事
と

な
っ
た
東
日
本
大
震
災
は
、〝
自
然
の
恐
さ
〞

を
あ
ら
た
め
て
思
い
知
る
出
来
事
と
な
っ
た
。

　
東
北
の
復
興
に
向
け
、
普
段
は
海
外
を
フ
ィ

ー
ル
ド
に
事
業
を
展
開
す
る
国
際
協
力
の
関
係

者
も
奔
走
し
て
い
る
。
国
際
人
道
支
援
組
織
ジ

ャ
パ
ン
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
Ｊ
Ｐ
Ｆ
）
に

加
盟
す
る
十
数
団
体
は
即
座
に
被
災
地
入
り

し
、
初
動
調
査
や
物
資
配
布
な
ど
の
緊
急
支
援

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
ま
た
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
国

際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
）
に

所
属
す
る
多
く
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
も
、
炊
き
出
し
や
が

れ
き
の
片
づ
け
・
清
掃
、
心
の
ケ
ア
な
ど
、
各

団
体
の
特
色
を
生
か
し
な
が
ら
支
援
を
続
け
て

い
る
。
国
際
協
力
を
通
じ
て
築
い
た
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
活
用
し
、
複
数
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
連
携
し
て

活
動
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
多
い
（
関
連
記
事
８

ペ
ー
ジ
）。

　
一
方
、
開
発
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
企
業
各
社

で
構
成
さ
れ
る
社
団
法
人
海
外
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
企
業
協
会
（
Ｅ
Ｃ
Ｆ
Ａ
）は
、
開
発
途
上
国

で
災
害
復
興
を
手
掛
け
て
き
た
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
の
経
験
を
東
北
の
復
興
に
役
立
て
ら
れ
な
い

か
と
い
う
観
点
か
ら
緊
急
提
言
を
ま
と
め
た
。

こ
こ
ま
で
広
範
に
わ
た
る
災
害
か
ら
の
総
合
的

な
復
興
計
画
を
つ
く
っ
た
経
験
は
、
日
本
国
内

よ
り
も
む
し
ろ
、
海
外
に
あ
る
。
イ
ン
ド
洋
津

波
災
害
や
パ
キ
ス
タ
ン
地
震
な
ど
の
復
興
プ
ロ

セ
ス
、
住
民
の
要
望
を
反
映
し
た
復
興
ビ
ジ
ョ

ン
な
ど
、
海
外
で
の
復
興
支
援
の
教
訓
を
踏
ま

え
た
具
体
的
な
提
言
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
震
災
直
後
か
ら
、
研
修
員
な
ど

の
安
否
を
確
認
。
被
災
者
支
援
に
動
い
た
の
は

３
月
13
日
の
こ
と
だ
っ
た
。
ま
ず
、
福
島
県
二

本
松
市
の
青
年
海
外
協
力
隊
訓
練
所
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
二
本
松
）
を
被
災
者
・
避
難
者
の
退
避
先
と

し
て
開
放
、
県
や
市
と
連
携
し
て
受
け
入
れ
を

開
始
（
関
連
記
事
16
ペ
ー
ジ
）。
10
日
後
の
25

日
以
降
は
、
日
ご
ろ
か
ら
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
東
北
と
縁

が
あ
っ
た
宮
城
県
東
松
島
市
の
中
学
校
の
要
請

で
避
難
所
の
運
営
支
援
に
乗
り
出
し
た
（
関
連

記
事
12
ペ
ー
ジ
）。
そ
し
て
４
月
中
旬
、
避
難

所
の
統
廃
合
に
よ
り
同
校
で
の
取
り
組
み
が
終

了
し
て
か
ら
は
、
活
動
拠
点
を
岩
手
県
遠
野
市

に
移
し
、
遠
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
と
連

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
取
り
組
み

活
躍
す
る
青
年
海
外
協
力
隊

あ
ら
た
め
て
感
じ
さ
せ
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
課

題
の
解
決
で
培
っ
た
経
験
は
、
海
外
と
共
通
す

る
国
内
の
課
題
の
解
決
に
も
役
立
ち
、
ま
た
、

そ
の
経
験
を
再
び
海
外
へ
伝
え
て
い
く
と
い
う

「
内
外
一
体
化
」
あ
る
い
は
「
内
外
一
元
化
」

の
発
想
が
生
ま
れ
て
き
た
よ
う
だ
。

　
敗
戦
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
、
公
害
…
。
困
難
に

直
面
す
る
た
び
に
大
き
な
力
を
発
揮
し
乗
り
越

え
て
き
た
日
本
人
。
そ
の
経
験
は
日
本
の
優
位

性
と
な
り
、
援
助
の
世
界
で
も
長
年
に
わ
た
り

国
づ
く
り
・
人
づ
く
り
に
役
立
て
ら
れ
て
き
た
。

東
日
本
大
震
災
は
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
困
難
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
だ
か
ら

こ
そ
、
こ
の
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特集　国際協力の経験を日本の復興へ

帰国研修員が救助隊として東北に

東日本大震災から約４カ月がたち、少しずつ見えてきた復興の兆し。
ＪＩＣＡはじめ国際協力の関係者も、さまざまな形で支援活動を行っている。

絶対負けない―。
被災した人々の思いを支えるため、国際協力の経験を生かす時が来ている。

ロシヤディ・イワン課長

インドネシア国家救命救急機構　
スラバヤ救命救急事務所 事業課

　インドネシア救助隊のメン
バーとして3月19～23日、宮
城県気仙沼市などで行方不
明者の捜索活動に当たりまし
た。6年前、私の国もスマトラ
沖大地震・インド洋津波という大きな災害に遭いました。東
北の被災地に降り立ったときは、またもこんなにたくさんの
犠牲者が出てしまったのかと、当時の悲しい記憶がよみが
えってきました。しかし日本は、破壊された道路の応急処置
が速く、私たちのような救助隊が被害の激しい沿岸部など
にも速やかに駆けつけることができました。また、津波警報
の効果もあり、助かった人も多かった。アチェの犠牲者が
20万人だったことを考えると、津波警報の重要性がよく分
かります。
　実は、日本に来たのはこれが二度目。昨年、JICA兵庫
の研修「海難救助・海上防災」に参加したのです。そのと
きに学んだのが、まずは地図で状況を把握すること。例え
ば、生存者を救出した後のことまでを考え、地図上で災害
現場や病院などの位置を確認する。やみくもに捜索すれば
いいということではないのです。今回、日本から地図を渡さ
れた時、すぐそのような行動をとることができました。

その思いを支えたい
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JICAの被災地支援MAP
（6月15日時点）

イスラエル医療チームの活動（通訳・ロジなど）を
サポート（3月29日～4月10日）

協力隊OB/OGとJOCAがボランティア活動（アルバム、預金通帳、
現金、位牌など遺留品の洗浄、物品管理など）に参加（3月～）

協力隊OB/OGと協力隊OB会がボランティア活動（炊き
出し、家具づくり・修復、電気の復旧、汚泥の撤去、健康・
栄養指導、衛生や消毒指導など）に参加（3月～）

●JICA大阪が被災地の外国人留学生（約60人）を
   一時受入

●JICA関係者有志による支援金（1,200万円）をJANICに、義援金（計4,800万円強）
を被災3県（岩手・宮城・福島）に寄付
●JICAの各国内拠点から被災地へ物資供与

岩手県

宮城県

福島県

陸前高田市

大船渡市

東松島市

南三陸町

釜石市

岩沼市

石巻市

大槌町

一時退避の協力隊（ニジェール、エジプト、シ
リア、ブルキナファソ）がボランティア活動
（家屋・道路などの泥かき、田畑などでのがれ
き撤去、物資仕分け、炊き出し、足湯、ニー
ズ調査、サンマ回収作業など）に参加（4月
14日～）

JICA新人職員（35人）とJICA職員がボラ
ンティア活動に参加（５月中旬～）

派遣前の協力隊など（約100人）がボランテ
ィア活動に参加（6月2日～下旬）

協力隊OB/OGとJOCAがボランティア活
動（釜石市・大槌町での医療関係支援、避
難所運営支援）に参加（3月～）

JICA二本松で被災者/避難者（最大450人超）を受入（3月13日～7月末
までを予定）

（株）ユニクロによる支援物資の倉庫としてJICA二本松の体育館を提供

退避住民の生活支援のために一時退避中の協力隊など（延べ17人）が
ボランティアとして活動中（看護師、幼児教育など）

二本松市

その他

JICA筑波、JICA横浜、JICA中部のバスを貸与（4月24日～）

遠野まごころネットにJICA職員を派遣、三陸沿岸地域への支援
活動を開始（4月14日～）

遠野市

「助けあいジャパン」にJICA職員を派
遣（仙台駅のボランティアステーション
立ち上げ、4月11日～4月17日）

JICA東北の会議室をJPFとJANICに
提供（4月9日～）

せんだい・みやぎNPOセンターにJIC
A職員を派遣（4月27日～5月27日）

協力隊OB/OGと（社）青年海外協力
協会（JOCA）がボランティア活動（若
林区、宮城野区ボランティアセンター
運営支援、中国語通訳支援など）に参
加（3月～）

仙台市
「元気玉プロジェクト」（避難
者支援ネットワーク）に協力
（JICA職員有志が受け入れ先
の事業の一部を担当・実施）

会津若松市

大阪

●国連災害評価調整チーム（UNDAC）の後方支援
（3月14日～3月23日）
●国連人道問題調整事務所（UNOCHA）の後方
  支援（3月14日～3月31日）
●JICA東京が人工透析を必要とする福島県の被災
　者（約100人）を受入（3月22日～4月3日）
●JPFにJICA職員を派遣（4月8日～）
●JICA地球ひろば、JICA東京、JICA中部の会議室
  を各支援団体に提供

東京

編集協力：渡辺正人・JICA 総務部長

（注）被災状況の数値は6月15日時点のもの。
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小暮遼 KOGURE Ryo
自衛隊ら関係者との連絡調整など
避難所の運営を担った

立山誠 TATEYAMA Makoto
停電で真っ暗な避難所に明かりをともした

林由美 HAYASHI Yoshimi
被災者の健康管理や子どもたちの心
のケアを行った

佐藤稔 SATO Minoru
隊員時代のネットワークを駆使し避難
所運営をサポート

稲見廣政 INAMI Hiromasa
震災後即座に被災地入りし炊き出し
などを実施
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●
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●
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●
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●
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一時退避の協力隊（ニジェール、エジプト）が避難所の運営を
サポート（3月25日～4月11日）

●

●

●

青年海外協力隊
派遣国：マダガスカル
職　種：保健師

青年海外協力隊
派遣国：エジプト
職　種：電気工事

青年海外協力隊
派遣国：エジプト
職　種：青少年活動

シニア海外ボランティア
派遣国：ボツワナ
職　種：自動車整備

青年海外協力隊
派遣国：ニジェール
職　種：環境教育




